
資料－１

平成15年度 北陸地方建設事業推進協議会

建設技術報告会

実施報告書

平成15年11月

北陸地方建設事業推進協議会

建設技術報告会実行委員会





目 次

１．開催概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

２．実施内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４

３．準備及び運営 ・・・・・・・・・・・・・・・・ ６

４．広報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

５．アンケート ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15

６．実施状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24





- 1 -

１．開催概要

１）目的

北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及び民間の建設会社におい

て、新たに研究開発された新技術、新工法等を報告することにより、研究開発技術の普及

を図る事を目的に開催する。

２）開催日時等

平成１５年９月１８日（木） ９：３０～１７：００

９：３０～ ９：４０ 開会式

北陸地方整備局 企画部長 的場 純一

９：４０～１０：４０ 記念講演

「パラダイム・シフト」

米山観光㈱代表取締役社長 土田 新吾

１０：５０～１６：５０ 技術報告

報告技術３２技術

１６：５０～１７：００ 閉会挨拶

北陸地方建設事業推進協議会

「建設技術報告会」実行委員会委員長 難波 政行

３）開催会場

○会場

朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター）

新潟市万代島６－１

TEL：025-246-8400 FAX：025-246-8411

○使用室

・開会式 4F マリンホール

・記念講演 4F マリンホール

・報告会場

第一会場 4F マリンホール

第二会場 3F 中会議室301

・閉会式 3F 中会議室301

○定員

・マリンホール 定員500名
計770名

・中会議室301 定員270名

４）構成及び報告時間

記念講演と技術報告会の２部構成とし、技術報告会は２会場、１題15分で４題毎に10分

間の質疑・応答を行った。
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５）報告技術のテーマ

北陸地方の建設技術の基本課題である下記５テーマより分類して報告を行った。

①雪に強い地域づくり

(克雪対策、冬期道路交通の安全確保・安全性に関する新技術等)

②良いものを安く

(生産性向上、コスト縮減、省力化に関する新技術等)

③自然災害からの安全確保

(危機管理、土石流などの防災に関する新技術等)

④環境の保全と創造

(建設副産物、リサイクル、省エネルギーに関する新技術等)

⑤ゆとりと福祉

(情報化、バリアフリーに関する新技術等)

６）テーマ別報告技術数

７）主催

この報告会は、北陸地方建設事業推進協議会の活動の一環として、関係諸団体で構成し

た「平成１５年度北陸地方建設事業推進協議会『建設技術報告会』実行委員会（実行委員

長：北陸技術事務所長）」の主催で実施した。

実行委員会構成機関及び委員は以下のとおり。

役 員 所 属 役 職 氏 名

委員長 北陸地方整備局 北陸技術事務所 事務所長 難波 政行

委 員 北陸地方整備局 企画部 技術管理課 課長補佐 山之内 哲也

委員・会計監査 新潟県 土木部 技術管理課 土木工事検査監 高山 渉

委 員 富山県 土木部 企画用地課 技術管理係長 酒徳 鋼一

委 員 石川県 土木部 技術管理課 課長補佐 田中 一雄

委 員 日本道路公団 北陸支社 建設部 工務課 課長代理 中沢 寿幸

委 員 (社)日本土木工業協会 北陸支部 技術委員長 坂巻 明人

委 員 (社)日本道路建設業協会 北陸支部 幹事長 喜綿 洋二

委 員 (社)日本建設機械化協会 北陸支部 普及部会委員 榎 紀洋

委 員 (社)新潟県建設業協会 契約制度室長 圓山 文史朗

委 員 (社)富山県建設業協会 常務理事 木田 昭司

委 員 (社)石川県建設業協会 常務理事 金谷 進

委 員 北陸土木コンクリート製品技術協会 専務理事 柴田 勝太

委 員 (社)プレストレスト・コンクリート建設業協会 北陸支部 事務局長 滝沢 俊次

委 員 北陸ＰＣ防雪技術協会 事務局長 村田 佳久

委 員 北陸建設リサイクル協会 理事長 天尾 雅実

委 員 新潟県融雪技術協会 技術委員長 横山 政俊

委 員 (財)新潟県建設技術センター 参事 吉田 敦

委 員 北陸地質調査業協会 事務局長 吉岡 稔

委 員 (社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部 広報委員長 青木 和之

委 員 (社)北陸建設弘済会 理事・事業調査室長 内山 宏文

事務局 北陸地方整備局 北陸技術事務所 副所長 穂苅 正昭

事務局 北陸地方整備局 北陸技術事務所 建設専門官 石田 一義

テーマ名 報告数

①雪に強い地域づくり 6

②良いものを安く 7

③自然災害からの安全確保 1

④環境の保全と創造 17

⑤ゆとりと福祉 1

計 32
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８）聴講者数一覧表

国土交通省 北陸地方整備局 28 52
他地方整備局 27 16

その他省庁・公団 その他省庁・公団
自治体関係 新潟県 28 26

新潟県　市町村 0
富山県 1 1
富山県　市町村 0
石川県 16 17
石川県　市町村 0
長野県 2 2
福島県 2 2
山形県 3 2

日本道路公団 日本道路公団  北陸支社 8 4
115 122

協会等：主催 (社)日本土木工業協会 90 74
(社)日本道路建設業協会 98 76
(社)日本建設機械化協会 41 35
(社)新潟県建設業協会 57 42
(社)富山県建設業協会 15 15
(社)石川県建設業協会 0 1
北陸土木コンクリート製品技術協会 19 12
(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会 20 14
北陸ＰＣ防雪技術協会 6 5
北陸建設リサイクル協会 0 0
新潟県融雪技術協会 14 14
(財)新潟県建設技術センター 9 5
北陸地質調査業協会 16 11
(社)建設コンサルタンツ協会 0 1
(社)北陸建設弘済会 5 6

390 311
協会等：その他 (社)日本埋立浚渫協会 12 9

(社)日本測量協会 0 0
(社)建設電気技術協会 0 0
(財)先端建設技術センター 1 1
(財)河川情報センター 0 0
(社)雪センター 北陸支部 0 0
(財)道路保全技術センター 3 1
(財)ダム技術センター 0 0
(財)ダム水源池環境整備センター 0 0
(財)リバーフロント整備センター 0 0
(財)砂防地すべり技術センター 0 0
(財)日本建設情報総合センター 1 1
(財)経済調査会 北陸支部 0 0
(財)国土開発研究センター 0 0
一般（加入協会不明を含む） 12 31

29 43
学校 0 0
報道 0 3
発表者 32 32

32 35

官公庁 計 115 122

協会・一般 計 451 389

566 511
官 14 14
民 10 10

合　　　　計

スタッフ 24 24

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

小　　　　計

1 1

16 17

55 68

28 26

機関名
聴講者数

聴講申込数 当日聴講者数
計 計
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２．実施内容

１）プログラム

以下のプログラムに沿い実施した。

※本プログラムは、報文と共に報文集として製本した。
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２）記念講演

演 題：「パラダイム・シフト」

講 演 者：米山観光株式会社 代表取締役社長 土田 新吾

講演概要：ご自身の体験をもとに、医学・医療という切り口から、病気は病に病んでいる

部分を治そうとする対処療法では限界があり、身体全体の免疫力・治癒力を高

めないと根本的な解決にならない。こうした考えはあらゆる産業にも言えるも

のであり、建設や技術の分野でも全体を見る目を深めていただきたい。

３）報告技術一覧表

構成団体名 テーマ 報告技術名 発表会社

国土交通省 北陸地方整備局 ② 盛土施工の厚層化技術の検討 北陸技術事務所

富山県 ① 光触媒膜を用いた滑雪板の開発 富山県工業技術センター

日本道路公団 北陸支社 ① 湿塩散布による圧雪処理方法の効率化 金沢技術事務所

④ 浚渫土砂を材料化するソイルセパレータ工法 東亜建設工業株式会社

④ 鋼板遮水システム最終処分場の建設事例 前田建設工業株式会社

④ 富山食品廃棄物リサイクル施設建設工事 鹿島建設株式会社

④ 景観を考慮した岩盤補強対策 大成建設株式会社

④ 金属ナトリウムを用いたダイオキシン類汚染土の無害化技術 飛島建設株式会社

④ 根をリサイクル工法の開発 西松建設株式会社

④ トゥーレフレッシャーシステム(脱水処理タイプ)について 株式会社本間組

② New DREAM工法の開発 大豊建設株式会社

① 凍結抑制舗装における物理・化学系複合材の開発 鹿島道路株式会社

④ タックコート用付着抑制型改質アスファルト乳剤について 東亜道路工業株式会社

② 自然色弾性舗装「レインボーミックSG」 日本道路株式会社

④ 明度を用いた路面の明色性評価 福田道路株式会社

① 耐久性および機能性を併せ持つエスマックシリーズ 日本鋪道株式会社

② 延長床版プレコンポ工法の開発 株式会社ガイアートクマガイ

⑤ アクアプラ工法(雨水地下貯留システム) 前田道路株式会社

④ エコベース工法 佐藤道路株式会社

② 排水性舗装用基層混合物について 北川ヒューテック株式会社

① 凍結抑制舗装『ザペック工法タイプP』 世紀東急工業株式会社

④
自然環境に配慮した接着剤を使用しない木質ボードの製法
及び利用用途について

株式会社小松製作所

④ 建設汚泥リサイクルシステムの紹介 日立建機株式会社

（社）新潟県建設業協会 ④
粉体状産業副産物を用いたコンクリートの消波ブロックへの
適用

株式会社中越興業

（社）富山県建設業協会 ④
新分野への挑戦「ダム堆積土砂のリサイクルによる製砂（細
砂・多目的焼砂）の製造・販売。」

中谷建設株式会社

（社）石川県建設業協会 ④ 海浜の保全・回復を目指す新型人工リーフの施工 西松建設株式会社

北陸土木コンクリート製品技
術協会

④ 透水・保水性舗装材と舗装工法の開発 株式会社ミルコン

（社）プレストレスト・コンクリー
ト建設業協会 北陸支部

④
石炭灰を原料とした高強度人工骨材を用いたコンクリートの
PC桁への適用について

株式会社日本ピーエス

北陸ＰＣ防雪技術協会 ② 「張出車道工法」の開発 日本サミコン株式会社

新潟県融雪技術協会 ① 消融雪設備の光ＩＰ監視制御の安定運用について 株式会社興和

② 水路トンネル急速診断技術について 日本工営株式会社

③
レベル２地震動を再現させた道路盛土の耐震検討－動的遠
心模型実験技術の適用－

日本工営株式会社

１４機関 ３２技術

（社）日本土木工業協会
 北陸支部

（社）日本道路建設業協会
 北陸支部

（社）日本建設機械化協会
北陸支部

(社)建設コンサルタンツ協会
 北陸支部
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３．準備及び運営

１）平成15年度 北陸地方建設事業推進協議会「建設技術報告会」スケジュール
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２）主な経緯

３）報告会当日の運営体制

会議名等 実施日 場所 内容

「建設技術報告会」
　　第一回実行委員会

平成15年５月12日(月) 万代荘
実施計画書(案)の承認
予算(案)の承認

「建設技術報告会」開催 平成15年９月18日(木)
朱鷺メッセ
（新潟ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝセンター）

「建設技術報告会」
　　第二回実行委員会

平成15年11月20日(木) 万代荘
実施状況報告
決算報告
会計監査報告

係　　名 作　業　内　容 国交省 新潟県
新潟
建協

土工協 道建協 機械協

受付係 聴講者及び発表者の受付 ４ ２ ２ ２ ２

報告会司会係 報告会の司会進行 ２ １ １

時間管理係 発表時間の管理 (２)

パソコン係
発表者の来場確認及びPCトラ
ブル時の対処

１ (１)

マイク受渡し係 質問者へのマイクの受渡し １ (２) (１) (１)

会場照明係 会場照明の調整 １ (１)

開閉会・記念講
演司会係

開閉会・記念講演の司会進行 １

VIP案内・マスコ
ミ対応係

記念講演者等の誘導及びマス
コミ対応

１

連絡調整係 報告会全体の連絡・調整 １

接遇係 記念講演者等の接遇 １

写真係 開催状況等の写真撮影 １ (１)

１０ ４ ２ ３ ３ ２

※括弧内の数字は、記念講演終了後、受付係から各係に移動した人数

計

合計 ２４
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４）会場レイアウト

（１）会場概略図

（２）１階平面図
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（３）３階平面図

（４）４階平面図
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（５）第一会場配置図

○開会式、記念講演時

○報告会時
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（６）第二会場配置図

（７）受付配置図
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４．広報

１）広報活動内容

２）掲載内容

(１)開催前掲載

○ポスター Ａ２版 ○チラシ Ａ４版

依頼等時期 実施時期 備考

ポスター配布 8月11日発送 フェアポスターに同載
チラシ配布 8月11日発送 フェアチラシに同載

新潟県政記者クラブ

新県政記者クラブ
富山県政記者クラブ
石川県庁記者クラブ
山形県政記者クラブ
表現センター
（長野県政記者クラブ）
福島県政記者クラブ
岐阜県政記者クラブ
福井県政記者クラブ

日刊建設通信新聞社 7月14日、9月22日
日本工業経済新聞社 －
日刊建設工業新聞社 9月19日
建設ジャーナル －
新潟建設日報社 －
産業新聞社 －

鉄鋼新聞社 －
北陸工業新聞社 －
市町村新聞社 －
中部建設新聞社 －
実業新報社 －
日刊建設産業新聞社 －

長野建設工業新聞社 －
建設タイムズ －
日刊県民福井 －
北国新聞 －
建設工業新聞 －

ホームページ開設 北陸技術事務所
・8月8日～9月18日
・10月20日～

フェアと同時投込

業界紙投込み

7月7日投込 フェアと同時投込

内　　　　容

記者クラブ投込み

7月7日投込 －
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○新聞

日刊建設通信新聞 平成15年７月14日

○ホームページ

北陸技術事務所 平成15年８月８日～９月18日
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(２)開催後掲載

○新聞

○ホームページ

日刊建設工業新聞 平成15年９月19日

日刊建設通信新聞 平成15年９月22日

北陸技術事務所 平成15年10月11日
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５．アンケートの実施

受付時に報文集、質問用紙とあわせてアンケート用紙を配布し、アンケートを行った。

１）様式

アンケートの内容は以下のとおり。

２）回収率

アンケートの回収率は以下のとおり。

官 公 庁 民 間 計

配 布 数 １２２ ３８９ ５１１

回 収 数 ４１ １８９ ２３０

回 収 率 ３３．６％ ４８．５％ ４５．０％
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３）回答内容

問１
①あなたの性別は？

イ．男 180
ロ．女 6
未記入 3

計 189

②あなたの年齢は？

イ．１９歳以下 1
ロ．２０歳代 21
ハ．３０歳代 27
ニ．４０歳代 40
ホ．５０歳代 66
ヘ．６０歳以上 32
未記入 2

計 189

③あなたの職業・職種は？

イ．国土交通省関係 18
ロ．県関係 22
ハ．市町村関係 0
ニ．公団関係 1
ホ．その他の官公庁 0
ヘ．建設関連の会社(技術職) 118
ト．建設関連の会社(事務職) 16
チ．建設関連の団体 11
リ．その他 2
未記入 1

計 189
その他

　・会社役員（１）

　・未記入（１）

イ．男
95%

未記入
2%ロ．女

3%

リ．その他
1%

イ．国土交通
省関係
10%

チ．建設関連
の団体
6%

ト．建設関連の
会社(事務職)

8%

ヘ．建設関連
の会社(技術

職)
62%

ニ．公団関係
1%未満

ロ．県関係
12%

未記入
1%未満

ロ．２０歳代
11%

ハ．３０歳代
14%

ニ．４０歳代
21%

ホ．５０歳代
35%

ヘ．６０歳以上
17%

未記入
1%

イ．１９歳以下
1%未満
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④あなたはどの分野の仕事にたずさわっていますか？

イ．河川 15
ロ．道路 84
ハ．港湾空港 14
ニ．営繕 4
ホ．共通 49
ヘ．その他 15
未記入 8

計 189
その他

　・消融雪事業（１） ・上水道（１）

　・リサイクル（１） ・地質調査（１）

　・土木、建築（１） ・営業職（１）

　・消融雪事業（１） ・環境（２）

　・建材、資材（１） ・維持管理（１）

　・建築関係（１）   ・未記入（３）

⑤どこから来られましたか？

イ．富山市内 4
ロ．富山市を除く富山県内 11
ハ．新潟県 131
ニ．石川県 20
ホ．その他 22
未記入 1

計 189
その他

  ・茨城県（２） ・北海道（４）

  ・宮城県（２） ・長野県（２）

  ・山形県（４） ・東京都（４）

  ・千葉県（１） ・未記入（３）

⑥この報告会を何で知りましたか？

イ．ポスター・チラシ 14
ロ．新聞 0
ハ．ホームページ 4
ニ．協会からの案内 106
ホ．国土交通省・県からの案内 56
へ．学校 0
ト．くちこみ 0
チ．その他 7
未記入 2

計 189
その他

  ・会社（３）

　・建設ほくりく（１）

　・発表者から（１）

　・未記入（２）

ヘ．その他
8%

未記入
4%

イ．河川
8%

ホ．共通
26%

ニ．営繕
2%

ハ．港湾空港
7%

ロ．道路
45%

イ．富山市内
2%

ホ．その他
12%

ニ．石川県
11%

ハ．新潟県
69%

ロ．富山市を
除く富山県内

6%

未記入
1%未満

未記入
1%

チ．その他
4%

ハ．ホーム
ページ
2%

ニ．協会から
の案内
56%

ホ．国土交通
省・県からの案

内
30%

イ．ポスター・
チラシ
7%
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問２
①建設事業への新技術導入の必要性についてどう思われますか？

イ．必要性を感じる 165
ロ．多少感じるが急務の問題で
はない 20

ハ．特に問題意識はない 0
未記入 4

計 189

イ．雪に強い地域づくり 63
ロ．良いものを安く 110
ハ．自然災害からの安全確保 50
ニ．環境の保全と創造 148
ホ．ゆとりと福祉 19
ヘ．その他（質の良いもの） 1
未記入 2

計 393

②上記①で｢イ．必要性を感じる｣または｢ロ．多少感じるが急務の問題ではない｣に○を
　された方はどの分野に必要性を感じますか？（複数回答可）

イ．必要性を
感じる
87%

未記入
2%ロ．多少感じる

が急務の問題
ではない

11%

ヘ．その他
1%未満 未記入

1%
イ．雪に強い
地域づくり

16%

ホ．ゆとりと福
祉
5%

ニ．環境の保
全と創造

37%

ハ．自然災害
からの安全確

保
13%

ロ．良いものを
安く
28%
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③新技術導入のネックとなっているものがあるとすれば、それは何ですか？（複数回答可）

イ．経費的なもの 68
ロ．積算体系等制度的なもの 68
ハ．新技術に関する情報不足 75
ニ．その他 17
未記入 5

計 233

「ニ．その他」の内容

・発注者の積極的理解。

・役所の認識不足を強く感じる。

・発注者が新しいものに取り組むことに積極性が少ない。（３）

・意欲、熱意が欲しい。

・安くて良い工法が採用されにくい。

・実績が少ないと利用したがらない官公庁の体質。

・チャンス、試験施工や実験的試みをする場所、機会。

・ライフサイクル、コストの確認が不確定。

・その技術の信頼性、条件の違いとその技術の適用性不明確。（３）

・研究主体が各社の自己負担になっている。成果が見えなくとも研究は必要のため、
その時点から厚い支援を検討してほしい。

・開発者が耐久性メンテナンスなどに対しての説明責任が少ないこと。
（不完全な製品の売り込みが少なくないこと）

・会検対策が大変等の理由がある。

・発注者が評価出来てないために使えるのに使わなかったり、
条件が合わないのに無理に使ったりしているところではないか。

・良い物は早期に取り入れるようにすること。

・現在の常識。

ロ．積算体系
等制度的なも

の
29%

ハ．新技術に
関する情報不

足
33%

ニ．その他
7%

未記入
2%

イ．経費的なも
の
29%
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問３
①今後もこの報告会があった方が良いと思いますか？

イ．思う 159
ロ．思わない 1
ハ．内容による 15
未記入 14

計 189

 ■「ロ.思わない」に○を付けた方
・北陸舗装会議、克雪利雪会議、日本道路会議等があり、これ以上必要ないと思う。

 ■「ハ.内容による」に○を付けた方
・テーマが広範囲になると参加する方も興味が薄れる。

・テーマを絞り込んだ報告会があっても良いと思う。

・テーマ別が望ましい。環境に関する技術等。

・河川系でつかえるものが少なく感じた。

・自主的発表が少ない。試験室等が中心となって社として義務的発表が多い。

現場とのタイアップが少ないのも当然か。

・新工法、新技術の紹介を多く。

・誰が誰に対して技術報告しているかチラシ等では不明。

明確になれば参加者数や参加者の熱意が変るのではないでしょうか

・地域に即したもの。

・同じような内容のシンポが多く、少し整理した方が良いと思う。

・毎回同じ内容の物がよくある。

・理論でなく実務に役立つ技術報告であれば有意義

・未記入（４）

②上記①で「ロ．思わない｣に○をされた方はその理由を、｢ハ．内容による｣に
  ○をされた方はどのような内容を望まれるのかをご記入下さい。

イ．思う
84%

未記入
7%

ハ．内容による
8%

ロ．思わない
1%
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③開催時期はいつが良いと思いますか？

イ．今の時期が良い 139
ロ．その他 31
未記入 19

計 189
その他

　・１月（１）

　・２月（２）

　・４月（３）

　・５月（５）

　・６月（５）

　・８月（１）

　・１０月（４）

　・１～２月（１）

　・４～５月（２）

　・４～６月（２）

　・５～６月（２）

　・６～８月（１）

　・７月下旬～８月（１）

　・１０～１１月（１）

④開催地はどこが良いと思いますか？

イ．今回の開催地で良い 106
ロ．新潟県、富山県、石川県で順
番に開催 63

ハ．その他 3
未記入 17

計 189
その他

　・建設フェアの開催地に合せる。（１）

　・どこでも良い（１）

　・ホテル新潟（１）

ロ．その他
16%

未記入
10%

イ．今の時期
が良い
74%

ロ．新潟県、富
山県、石川県
で順番に開催

33%

ハ．その他
2%

未記入
9%

イ．今回の開
催地で良い

56%
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問４．この報告会の報告形式や会場設営についての意見

①報告時間に関するもの
・テーマ毎の発表時間をもう少し長く取ってもらいたい。20分／件位は欲しい。（４）

・発表終了時間きっちりに終らせるのは時間割上しょうがないが、まとめの一言くらいは言わせてもいい
のではないかと思った。

・チン3つで直ぐ止めるのではなくまとめの時間（1分程度）を与えないし、報告が中途半端です。

・学会等の発表と同様に1課題15分の発表時間を取っているが、学会の場合は1つのテーマで2～3発表の場
合もあり、連続して聞けば理解できるが、この様な実務発表的な課題は15分では詳細部分まで理解する
ことが難しい。

②報告形式に関するもの
・報告会形式は非常に良い。（３）

・4テーマに分けて、まとめて質問の時間を設けるのは非常にいいと思った。

・画面が2画面なので、どこに座っても見やすくて良かったと思います（第2会場）。

・コンセプト毎にもう少し分割した会場。（２）

・1・2会場同時間発表の報告を片方聞けない状況が生じた。上へ行ったり、下へ行ったりで大変だ。せめ
て隣りにならないか。

・会場が分かれていて聞きたい会場に移動するシステムはとてもいいと思う。

・発表会場を増やしてほしい。

・パワーポイントを使うことで分かりやすくなった。

・プログラム編成のまとまりが良く、効率的に聴講できた。

・発表後1時間程度のフォーラムを開催し、より突っ込んだ議論をした方が研究課題の進め方に活かされ
る。

・報告会を2日にしてはどうか。

・1日だけで純技術面の発表会でありスリムにしたら。

③報告内容に関するもの
・分野にやや片寄りが見られる。（２）

・もっと分野毎に分けた方がいいと思われる。（例：道路・河川・砂防・都市計画等）（２）

・リサイクル技術については興味深く聞いた。新工法については、件数が少ないと感じた。

・明日にでも実施できる報告会（例えば盛土施工の厚層化技術）があり、大変勉強になった。

・発表内容も社会ニーズに適したものであると思う。

・別業種で建設業に使えるものを発表していくのが良いと思う。

・発表内容で透水・保水性舗装材と舗装工法の開発に関する報告で、ビデオを組合せた説明があったが大
変理解しやすく工夫された説明であったので、今後はこのような方法を取り入れてはどうかと思いま
す。

④記念講演に関するもの
・記念講演と報告会の内容は何の関係もない。（２）

・講演は「地方における公共事業」をテーマにして下さい。
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⑤会場設備に関するもの
・パワーポイントの映像施設も素晴らしく、とてもよい環境だと思います。

・画面がきれいで良く見えた。

・音質も良い。（言葉がはっきりしない人は別）

・聞き取りやすく疲れず大変良かった。

・駐車場が有料だけなので大変だ。

・会場の中央部に位置しなければパワーポイントが見づらかった。

・会場内部が非常に分かりにくい。これは、朱鷺メッセの方に問題があると思います。（２）

・会場が広く、スクリーンも見やすくて良かった。

・テーブル、机等があれば良い。（３）

・第一会場、マイクの必要性があったと思う。

・交通が不便なので、シャトルバス等の手配をしていただけると助かります。（６）

問５．その他、この報告会について感じたこと

・アナウンサー（司会者）は、社名・工法名・地名等のアクセントを研究しておくこと。

・会場は建設フェアとの関係がら今回のように同一としたが、このスタイルで良かった。

・発表技術の内容別、会場分けは事前プログラム配布があると良い。

・会場が一杯になる状況での会であって欲しい。

・会場が大きすぎる。（２）

・技術交流は素晴らしいと思います。

・新技術の開発については産官学で行えばいいと思う。

・学識経験者の参加も必要ではないか。

・民間の技術を活かすためには発注者の理解と協力体制が必要と感じます。（５）

・全く必要なし。無駄使いである。

・会場案内が1階で分かりにくかった。

・北陸舗装会議の延長上にあるものと考える。また宣伝色が強すぎる。

・報告会の事項が現実現場に施工され、その結果報告会があれば良い。

・スタッフの皆様ご苦労様でした。
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６．実施状況

開会挨拶 記念講演

北陸地方整備局 企画部長 的場 純一 米山観光㈱ 代表取締役社長 土田 新吾氏

記念講演聴講状況 報告会第一会場発表状況

報告会第一会場聴講状況 報告会第一会場質疑応答状況

報告会第二会場発表状況 報告会第二会場聴講状況
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報告会第二会場質疑応答状況 閉会挨拶 「建設技術報告会」実行委員長

難波 政行（北陸技術事務所長）

受付状況 アンケート記入状況

アンケート回収状況 報告会場入館状況


